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豊
永
氏
の
始
祖
、
清
和
源
氏
小
笠
原
氏
の
庶
流
、
肥
州
下
松
浦
豊
永
庄
に
生
る
。
阿
波
大
西
城
来
住
後
下
土
居
に
あ
る
豊
永
城
を
修

築
、
来
城
し
長
岡
郡
豊
永
三
郷
一
万
石
を
領
し
た
。
墓
所
寺
内
薬
師
堂
の
西
。

696

長
宗
我
部
元
親
に
仕
え
、
寺
内
、
梶
ヶ
内
に
押
寄
せ
た
従
兄
の
河
内
豊
後
を
討
伐
し
た
桑
名
左
馬
進
の
孫
に
あ
た
る
。

二
代
藩
主
忠
義
の
と
ぎ
大
窪
（
大
久
保
）
口
番
人
に
任
命
さ
れ
、
従
来
と
合
せ
て
七
反
を
給
さ
れ
た
。
そ
の
後
自
力
で
開
発
し
た
新
田
六

反
と
合
わ
せ
て
、
一
町
三
反
（
拾
三
石
）
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

父
中
務
丞
実
吉
の
代
よ
り
長
宗
我
部
氏
に
仕
え
、
大
平
、
怒
田
、
新
改
久
次
の
三
ヶ
村
で
百
八
十
石
余
を
領
し
た
。

長
宗
我
部
氏
没
落
後
豊
永
で
浪
人
と
な
っ
た
が
、
本
山
一
摸
に
際
し
竹
崎
太
郎
右
衛
門
と
相
は
か
り
討
伐
軍
の
案
内
を
つ
と
め
る
と
共

に
、
一
撲
勢
の
説
得
に
つ
と
め
鎮
圧
に
あ
づ
か
っ
て
功
が
あ
り
、
山
内
家
よ
り
豊
永
郷
大
平
で
知
行
五
十
二
石
を
給
さ
れ
た
。

天
文
、
永
禄
年
中
の
人
、
故
あ
っ
て
豊
永
に
住
す
。
北
窪
、
桑
名
家
の
始
祖
で
あ
る
。
墓
所
大
久
保
、
仁
井
田
神
社
境
内
。

○
北
窪
白
駕

○
桑
名
弥
右
衛
門

○
豊
永
五
郎
右
衛
門
道
春

○
小
笠
原
備
中
守
資
宜
（
号
豊
永
）
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慶
長
八
年
（
一
六
○
三
）
高
石
左
馬
助
の
滝
山
一
摸
に
あ
た
り
、
豊
永
五
郎
右
衛
門
と
共
に
討
伐
隊
の
案
内
役
を
つ
と
め
、
そ
の
功
で

豊
永
郷
梶
ヶ
内
で
本
田
知
行
十
石
、
新
田
役
知
三
十
石
余
併
せ
て
四
十
石
余
を
給
さ
れ
て
い
る
。

本
姓
は
桑
名
で
あ
る
が
、
山
内
家
に
仕
え
梶
ヶ
内
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
竹
崎
と
改
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
の
ち
太
久
平
政
繁
の
代
に

な
っ
て
本
姓
桑
名
に
再
び
革
め
た
。

初
代
立
川
下
名
村
の
庄
屋
並
に
立
川
ロ
番
役
人
で
あ
る
。
父
次
郎
兵
衛
宗
勝
は
今
川
家
の
臣
で
あ
っ
た
が
、
永
禄
年
中
今
川
氏
の
滅
亡

と
共
に
土
佐
に
移
り
、
立
川
に
代
々
住
む
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
藩
政
時
代
土
佐
の
三
番
所
参
照
）

初
代
立
川
上
名
村
庄
屋
並
に
立
川
口
番
役
人
。
土
佐
七
守
護
の
一
人
本
山
梅
渓
の
曾
孫
で
あ
る
。
父
采
女
は
長
宗
我
部
元
親
に
仕
え
た

が
故
あ
っ
て
浪
人
、
そ
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
。
（
前
に
同
じ
土
佐
の
三
番
所
参
照
）

小
笠
原
備
中
守
豊
永
の
喬
、
長
宗
我
部
元
親
に
仕
え
津
家
を
領
し
た
豊
永
藤
兵
衛
の
長
子
で
あ
る
。

天
正
地
検
帳
に
「
津
家
村
入
目
な
し
、
豊
永
藤
五
郎
」
と
あ
り
、
長
宗
我
部
の
国
政
奉
行
と
し
て
腕
を
揮
っ
た
。

の
ち
盛
親
に
従
っ
て
大
阪
に
入
城
、
大
い
に
戦
っ
た
が
豊
臣
家
滅
亡
と
共
に
浪
人
し
、
の
ち
肥
後
の
加
藤
家
に
仕
え
た
。

○
竹
崎
太
郎
衛
門

○
豊
永
藤
五
郎

○
川
井
源
次
衛
門
勝
重

○
本
山
与
右
衛
門
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第
五
代
豊
永
郷
大
庄
屋
と
し
て
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
着
任
、
新
改
の
人
、
新
改
村
の
庄
屋
を
含
め
勤
統
五
十
四
年
に
及
ぶ
。
子
孫

代
々
大
庄
屋
を
つ
と
め
明
治
に
至
る
。
（
豊
永
大
庄
屋
系
譜
参
照
）

698

西
峰
八
木
氏
の
祖
と
云
う
。

紀
貫
之
の
土
佐
日
一
記
に
「
二
十
三
日
、
八
木
の
や
す
の
り
と
い
う
人
あ
り
云
を
（
上
古
時
代
参
照
）
」
の
記
載
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
無
官
の

者
で
は
あ
っ
た
が
、
国
司
の
離
任
に
際
し
畿
別
を
贈
り
見
送
り
に
出
る
だ
け
の
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

仁
平
元
年
（
二
五
一
）
豊
楽
寺
の
仏
像
造
営
寄
進
帖
に
も
八
木
一
族
の
名
が
連
な
り
、
ま
た
口
碑
に
云
う
戦
国
の
八
木
伊
典
（
猪
伝
）

承
平
年
中
（
九
三
五
’
九
三
六
）
天
慶
の
乱
（
藤
原
純
友
の
乱
）
に
関
与
し
て
、
下
僕
下
村
兵
庫
、
小
西
喜
藤
治
を
随
え
て
岩
原
に
落
ち
来

り
、
岩
原
下
村
家
の
始
祖
と
な
る
。

子
孫
代
々
地
下
役
を
勤
め
る
家
で
あ
っ
た
が
、
下
村
孫
兵
衛
重
長
の
子
、
孫
之
丞
に
至
っ
て
不
都
合
の
故
あ
り
、
元
禄
二
年
（
一
六
八

九
）
断
罪
、
そ
の
正
統
を
絶
っ
た
。

は
そ
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
。

○
下
村
左
衛
門
氏
清

○
八
木
康
教

○
山
本
伝
次
郎
重
信
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本
山
郷
立
川
の
人
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
前
記
岩
原
道
番
役
下
村
孫
之
丞
不
都
合
の
故
に
よ
り
断
罪
後
、
そ
の
後
任
と
し
て
岩
原

村
に
赴
任
、
道
番
役
並
に
庄
屋
を
つ
と
め
、
子
孫
代
々
こ
れ
を
つ
い
で
明
治
に
至
っ
た
。
岩
原
吉
川
家
の
祖
。

大
砂
子
の
人
。
寛
永
年
中
豊
永
郷
第
四
代
大
庄
屋
に
抜
擢
さ
れ
下
土
居
に
住
し
役
知
三
十
八
石
余
を
給
せ
ら
れ
た
。
但
し
一
代
限
り
に

て
御
役
御
免
と
な
り
山
本
氏
に
そ
の
職
を
ゆ
ず
る
。
そ
の
後
大
砂
子
道
番
役
と
な
り
子
孫
相
伝
え
明
治
に
至
る
。

山
内
氏
襲
封
後
、
弘

退
隠
余
生
を
送
っ
た
。

前
田
平
左
衛
門
正
征
の
長
男
、
正
征
は
永
禄
元
年
（
一
五
五
七
）
長
宗
我
部
氏
に
仕
え
三
十
石
を
給
せ
ら
れ
た
が
、
の
ち
武
功
に
よ
り

百
二
十
石
を
与
え
ら
れ
た
。
平
左
衛
門
は
は
じ
め
小
姓
組
と
し
て
元
親
に
仕
え
た
が
、
家
督
相
続
後
物
頭
に
す
す
ゑ
六
百
石
を
給
せ
ら
れ

た
。
天
正
の
地
検
に
あ
た
っ
て
は
「
杖
の
衆
」
と
し
て
活
躍
し
た
。

山
内
氏
襲
封
後
、
そ
の
長
男
忠
右
衛
門
正
光
は
徳
川
家
旗
本
の
養
子
と
な
り
三
千
石
を
領
し
た
が
、
平
左
衛
門
は
故
あ
っ
て
豊
永
郷
に

豊
永
郷
連
火
に
住
む
。
豊
永
上
村
家
の
惣
領
で
郷
士
職
、
知
行
五
十
一
石
余
。
延
享
年
中
の
人
。

豊
永
郷
前
田
家
の
祖
な
り
と
謂
う
も
詳
な
ら
ず
。

○
長
瀬
称
五
兵
衛
茂
繁

○
吉
川
貞
六

○
上
村
伝
兵
衛

○
前
田
平
左
衛
門
正
義
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由
緒
は
明
白
で
あ
る
。

南
朝
に
屈
し
た
新
田
義
貞
の
家
臣
。
新
田
氏
の
滅
亡
に
よ
り
阿
波
の
小
笠
原
氏
を
た
よ
り
三
好
郡
中
西
郷
に
住
ん
だ
。
し
か
し
小
笠
原

氏
も
ま
た
北
朝
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
為
、
土
佐
に
入
り
豊
永
の
大
砂
子
に
土
着
、
姓
も
中
西
と
革
め
た
。

大
砂
子
鎮
座
の
新
田
神
社
は
資
友
の
創
立
し
た
も
の
で
棟
札
に
「
応
永
十
七
年
（
一
四
一
○
）
桜
井
資
友
七
十
三
才
」
と
あ
り
、
そ
の

伝
承
に
日
く
、
文
治
年
間
（
二
八
五
’
二
八
九
）
平
家
の
落
人
な
り
。
八
畝
名
川
又
に
来
り
永
住
す
。
そ
の
子
孫
太
郎
左
衛
門
は

永
禄
年
間
（
一
五
五
七
’
一
五
六
九
）
怒
田
に
次
郎
、
三
郎
は
西
峰
に
別
居
、
共
に
豊
永
郷
西
村
家
の
始
祖
と
な
り
し
と
。

越
前
朝
倉
氏
の
一
族
で
あ
る
。
天
正
元
年
朝
倉
氏
滅
亡
と
共
に
旧
縁
阿
波
穴
吹
城
の
細
川
掃
部
頭
を
た
よ
り
亡
命
す
。
の
ち
土
佐
に
来

り
長
宗
我
部
元
親
の
一
領
具
足
と
な
り
、
豊
永
郷
庵
谷
、
梶
ヶ
内
の
地
を
給
さ
れ
た
。
孫
情
景
の
と
き
山
内
忠
義
に
よ
り
郷
士
と
な
る
。

藩
政
時
代
商
業
を
も
っ
て
栄
え
、
そ
の
商
舗
の
あ
っ
た
処
を
朝
倉
町
（
現
在
の
高
知
市
朝
倉
町
）
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
富
商
と
な
っ
た
豊
永

朝
倉
家
の
始
祖
で
あ
る
。

豊
永
中
西
家
の
始
祖
た
る
人
で
あ
る
。

○
桜
井
右
京
資
友

○
西
村
掃
部

○
朝
倉
儀
左
衛
門
友
景
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豊
永
渡
辺
の
始
祖
、
摂
津
渡
辺
の
村
の
出
な
る
も
故
あ
っ
て
平
氏
に
属
し
た
。
文
治
元
年
（
二
八
五
）
屋
島
に
戦
う
も
利
あ
ら
ず
、

祖
谷
山
を
経
て
豊
永
に
落
ち
中
内
（
俗
に
渡
辺
の
城
と
い
う
）
に
拠
る
。

高
右
衛
門
に
三
子
あ
り
。
数
年
を
経
て
世
の
落
着
き
を
見
定
め
た
の
ち
、
長
男
を
中
内
（
現
在
の
岡
邑
、
二
男
を
川
井
（
現
在
の
大
ヤ
シ
キ
）
、

三
男
を
三
津
子
野
（
現
在
の
下
岡
）
に
土
着
せ
し
め
、
自
か
ら
も
弓
矢
を
鍬
に
代
え
開
拓
に
従
事
し
た
。
中
内
に
没
す
。

豊
永
小
笠
原
家
の
腹
心
、
主
に
従
い
て
応
永
年
中
土
佐
に
入
り
豊
永
に
来
住
し
、
大
豊
に
お
け
る
都
築
家
の
祖
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）
の
豊
楽
寺
薬
師
堂
鐘
勧
進
帖
に
す
で
に
都
築
善
助
、
都
築
久
衛
門
、
都
築
弥
十
郎
の
名
が
あ
り
、
天
正

年
間
に
は
長
宗
我
部
氏
の
一
領
具
足
以
上
の
士
分
豊
永
郷
の
ゑ
に
て
も
十
三
人
を
数
え
、
大
い
に
栄
え
た
。

山
内
氏
入
国
後
は
そ
の
殆
ん
ど
農
に
帰
す
。

西
峰
村
庄
屋
兼
西
峰
口
番
人
の
十
代
、
三
谷
半
兵
衛
の
次
弟
で
あ
る
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
野
取
領
知
（
新
田
開
拓
）
に
よ
っ
て
得

た
田
地
を
給
知
と
し
て
山
内
家
百
人
組
郷
士
に
取
立
て
ら
れ
、
大
野
向
ヤ
シ
キ
に
住
み
、
子
孫
相
伝
え
明
治
に
至
っ
た
。

永
仁
年
中
（
一
二
九
三
’
一
二
九
八
）
北
条
宗
方
の
執
権
争
い
に
味
方
し
た
が
宗
方
が
北
条
貞
時
に
訣
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
追
討

○
杉
本
次
郎
左
衛
門
輝
茂

○
渡
辺
高
右
衛
門

○
都
築
兵
部
丞

○
三
谷
三
九
郎
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の
目
を
逃
れ
、
山
城
の
国
に
落
ち
た
和
田
五
郎
茂
明
の
子
で
あ
る
。
茂
明
は
山
城
の
国
か
ら
阿
波
に
移
り
、
輝
茂
も
共
に
三
好
郡
大
西
に

住
ん
だ
が
、
正
和
年
中
に
本
山
郷
に
移
住
し
、
輝
茂
の
三
男
次
郎
太
郎
友
澄
が
本
山
城
主
八
木
氏
（
本
山
氏
の
祖
）
に
仕
え
杉
村
で
知
行
を

う
け
、
杉
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
友
澄
か
ら
七
代
を
経
て
杉
本
市
右
衛
門
行
英
の
代
に
長
宗
我
部
氏
に
仕
官
、
そ
の
子
市
之
助
、
六
兵
術
、
孫
右
術
門
の
三
名
は
天

正
十
四
年
の
有
名
な
豊
後
戸
次
川
の
合
戦
で
戦
死
し
た
。

豊
永
郷
大
砂
子
口
初
代
番
人
に
任
命
さ
れ
、
役
知
三
十
石
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。
与
三
八
は
下
番
所
二
ヶ
所
を
お
き
、
夫
々
下
番

人
を
お
き
役
知
の
う
ち
十
石
を
さ
い
て
こ
れ
に
あ
て
た
。

吉
松
家
は
代
を
大
砂
子
村
の
名
本
を
つ
と
め
、
番
人
を
兼
務
し
た
が
、
番
役
は
三
代
常
左
衛
門
で
御
役
御
免
と
な
り
、
四
代
番
人
と
し

て
同
村
の
長
瀬
重
左
衛
門
が
就
任
、
爾
来
明
治
に
至
る
ま
で
長
瀬
家
が
つ
と
め
た
。

吉
松
家
は
名
門
高
知
市
万
々
吉
松
家
の
分
流
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

平
氏
に
属
し
、
屋
島
の
戦
に
敗
れ
る
や
祖
谷
山
に
落
ち
、
の
ち
豊
永
永
淵
に
住
む
。
北
村
家
の
始
祉
と
な
る
。
永
洲
大
泉
に
そ
の
墓
所

あ
り
。長

宗
我
部
氏
に
仕
え
、
強
弓
を
能
く
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
寺
内
柳
根
に
そ
の
墓
所
あ
り
。

○
吉
松
与
三
八
正
行

○
寺
石
左
馬
進

○
則
倉
左
仲
左
衛
門
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豊
永
氏
の
一
族
、
慶
長
五
年
浦
戸
没
落
の
際
、
相
役
立
石
助
兵
衛
と
相
謀
り
京
阪
を
往
来
し
て
長
宗
我
部
盛
親
の
降
伏
に
つ
き
談
判
、

条
件
等
井
伊
直
政
と
交
渉
、
最
後
ま
で
主
家
の
為
に
つ
く
し
た
。

万
策
つ
ぎ
長
宗
我
部
改
易
の
の
ち
、
芸
州
福
島
家
に
仕
官
し
た
。

寺
内
豊
楽
寺
所
蔵
大
磐
若
波
羅
蜜
多
経
六
百
巻
の
奥
書
に
「
承
応
二
十
年
八
月
上
旬
書
写
此
畢
、
土
州
長
岡
郡
下
山
境
村
粟
生
定
福
寺

常
住
、
結
縁
旦
那
中
内
佐
伯
正
信
」
と
あ
る
。

伝
承
に
よ
る
と
配
流
さ
れ
た
疋
頚
の
商
で
あ
る
と
い
う
。

る
0

西
峰
三
谷
家
第
四
代
、
長
宗
我
部
元
親
に
仕
え
、
豊
永
で
百
拾
石
を
領
し
て
い
た
が
、
元
親
の
讃
岐
攻
略
に
従
軍
、
藤
目
の
城
の
戦
い

に
お
い
て
武
功
あ
り
、
岩
村
、
田
村
に
て
六
拾
石
の
加
増
を
う
け
、
都
合
百
七
拾
石
を
領
し
た
。

か
い
し
や

大
砂
子
吉
松
家
に
出
生
、
通
俗
的
の
歌
文
に
長
じ
人
口
に
謄
灸
せ
る
も
の
多
し
、
文
久
元
年
残
（
村
づ
く
し
、
花
づ
く
し
の
項
参
照
）

中
内
、
平
石
家
の
祖
で
あ
る
。
佐
伯
姓
を
平
石
姓
に
革
め
た
の
は
江
戸
初
期
で
あ
る
と
云
う
。
代
々
中
内
に
住
承
神
職
の
家
筋
で
あ

○
吉
松
象
之
丞

○
豊
永
惣
左
衛
門

○
佐
伯
正
信

○
三
谷
佐
渡
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豊
永
郷
馬
瀬
村
に
圧
す
。
握
宗
我
部
元
親
に
仕
え
た
一
髄
具
足
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
馬
瀬
村
名
本
に
就
任
し
た
。
爾
来
明
治
に

至
る
ま
で
子
孫
相
伝
う
。
そ
の
机
は
安
芸
国
虎
に
殉
死
し
た
岡
林
亜
信
の
子
、
総
右
術
門
飛
虎
か
ら
出
て
い
る
と
云
う
。

昨壷… ……⑤
毒

雛（
一
じ
○
三
）
西
峰
村
庄
屋
と
な
る
。
（
呪
在
の
松
本
家
）
こ
れ
の
庄
屋
役
就
任
に
よ
っ
て
本
家
三
谷
家
は
番
役
人
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

豊
永
郷
怖
械
（
現
在
の
派
家
）
の
給
人
豊
永
藤
兵
衛
の
嫡
子
で
あ
る
。

安
芸
郡
安
田
町
豊
永
家
所
蔵
「
豊
永
先
祖
間
伝
記
」
に
よ
る
と
「
但
聞
伝
所
惣
右
術
門
は
藤
兵
術
の
弟
と
申
伝
う
も
藤
兵
術
の
嫡
子
な

○
岡
林
市
左
術
門
重
則

○
蝦
永
惣
右
術
門

１
４劃
爾
本
山
一
摸
の
際
予
州
境
ま
で
行
動
し
、
山
内
一
豊
公
よ
り
賞
詞
並
び

料
ｒ
知
諏
に
知
行
八
反
（
八
石
）
を
給
せ
ら
れ
る
と
共
に
西
峰
村
庄
屋
な
ら
び
に
西

“
毒
峰
口
番
人
に
任
命
さ
れ
、
西
峰
三
谷
家
中
興
の
祖
と
な
っ
た
人
で
あ

岬
鋸
る
。
天
正
地
検
帳
に
は
筏
木
名
給
三
谷
次
郎
三
郎
分
と
あ
る
。

峰
吹
西

○
三
谷
平
五
郎

十
代
三
谷
半
兵
衛
の
弟
、
分
家
し
て
一
戸
を
構
え
、
元
禄
十
六
年

○
三
谷
次
郎
三
郎
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露
と
だ
に
な
に
か
惜
ま
ん
我
が
命

惜
し
む
は
後
の
名
の
承
な
り
け
り

の
辞
世
で
有
名
な
二
十
三
士
の
一
人
で
あ
る
。

武
市
瑞
山
が
獄
に
投
ぜ
ら
れ
、
勤
王
の
威
振
る
わ
ざ
る
を
嘆
き
、
清
岡
道
之
助
等
と
共
に
野
根
山
に
事
を
あ
げ
た
が
失
敗
し
、
元
治
元

年
〈
一
八
六
四
）
九
月
五
日
奈
半
利
川
原
で
斬
ら
れ
た
。
二
十
七
歳
。

斧
馬
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
豊
永
吾
八
の
二
男
と
し
て
生
れ
た
。
あ
る
時
我
が
家
の
系
図
を
ゑ
て
祖
先
が
小
笠
原
越
後
守
豊
永
で

あ
っ
て
豊
永
の
領
主
た
る
の
名
門
な
る
こ
と
を
知
り
、
昔
義
経
が
鞍
馬
山
で
源
氏
の
系
図
を
み
て
発
憤
し
た
よ
う
に
、
彼
も
ま
た
侍
と
な

っ
て
家
を
興
そ
う
と
決
心
し
た
と
い
う
ｐ
克
苦
勉
励
の
後
、
田
野
郡
奉
行
所
の
民
兵
に
採
用
さ
れ
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
山
内
容
堂

り
」
と
あ
る
。

慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
東
西
手
切
に
よ
る
関
ヶ
原
の
戦
に
あ
た
り
長
宗
我
部
盛
親
は
結
局
西
軍
に
組
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
安
田
に
住
ん
で
い
た
惣
右
衛
門
も
早
速
こ
れ
に
応
じ
た
こ
と
が
「
豊
永
省
蔵
氏
所
有
古
文
書
」
に
見
え
る
。

一
、
貴
様
御
病
気
之
由
御
見
舞
申
度
候
得
共
内
々
申
通
天
下
之
合
戦
大
乱
に
罷
成
候
。
西
国
中
国
之
侍
皆
々
大
坂
江
相
詰
、
此
度
土
佐
侍
先
達
而
連

一
、
貴
様
御
病
気
一

判
中
申
合
候
事

一
、
立
石
勘
之
丞
、

門
、
以
上
八
人

Ｆ
Ｌ
ｊ
ノ
ノ

早
速
殿
様
江
差
上
申
候
処
、
倍
八
幡
相
違
無
御
座
候
。
価
連
判
如
件

慶
長
五
年
庚
子
六
月
十
三
日

吉
松
左
右
衛
門
殿

b

○
豊
永
斧
馬

横
山
新
九
郎
兵
衛
、
吉
田
三
郎
右
衛
門
、
五
百
蔵
新
九
郎
、
江
村
藤
兵
衛
、
豊
永
惣
右
衛
門
、
桑
名
太
郎
右
衛
門
、
吉
松
左
術

桑
名
太
郎
右
衛
門
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磯
谷
森
家
の
祖
、
元
和
四
午
年
三
月
、
本
山
郷
磯
谷
村
の
名
本
に
就
任
、
同
八
年
七
月
勤
仕
五
年
に
し
て
死
亡
す
。
同
年
、
長
男
弥
左

衛
門
武
国
跡
目
を
継
い
で
名
本
と
な
り
、
爾
来
長
兵
衛
武
秀
、
甚
左
衛
門
武
安
、
弥
左
衛
門
武
春
、
左
近
右
衛
門
武
政
、
幸
左
衛
門
武
重
、

恕
右
衛
門
武
義
、
養
子
茂
助
武
信
、
同
養
子
潔
作
武
加
、
孝
三
郎
武
末
、
喬
木
（
加
来
）
と
子
孫
相
伝
え
て
明
治
に
至
っ
た
。

高
橋
又
左
衛
門
（
幼
名
槍
之
助
、
安
芸
郡
奈
半
利
村
中
里
に
住
し
、
長
宗
我
部
元
親
に
属
し
阿
波
板
野
郡
勝
瑞
城
に
て
戦
死
）
の
実
弟
で
あ
る
。

長
宗
我
部
氏
小
姓
役
と
し
て
出
仕
し
た
が
、
故
あ
っ
て
浪
人
、
百
姓
に
帰
っ
た
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
山
内
氏
入
国
後
召
出
さ

れ
本
山
郷
葛
原
（
大
豊
町
葛
原
）
村
に
転
住
、
葛
原
、
下
関
の
ニ
ヵ
村
の
支
配
役
と
な
っ
た
。
嫡
子
善
衛
門
は
父
の
又
四
郎
の
跡
を
つ
い
だ

土
佐
郡
布
師
田
村
（
現
高
知
市
）
の
人
、
文
化
、
文
政
の
頃
豊
永
郷
を
遍
歴
し
て
教
育
に
携
さ
わ
り
豊
永
に
お
け
る
近
代
の
学
祖
と
し
て

せ
い
て
ん
た
ん
ら
い
ら
く

博
学
の
誉
が
高
か
っ
た
。
性
括
淡
暴
落
、
医
術
に
も
長
じ
て
い
た
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
安
野
を
長
沢
家
に
て
病
死
す
。

石
堂
の
人
、
医
を
業
と
し
た
。
の
ち
明
治
六
年
寺
内
に
小
学
校
を
開
き
子
弟
の
教
育
に
当
っ
た
、
当
時
の
嶺
北
に
お
け
る
有
名
な
学
校

の
一
つ
で
あ
っ
た
。

の
江
戸
下
向
に
は
五
十
人
組
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

○
高
橋
叉
四
郎

○
森
彦
惣
武
道

○
森
本
左
内

○
秋
山
玄
清
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が
、
善
衛
門
の
弟
孫
兵
衛
は
下
関
に
て
新
田
を
開
発
、
の
ち
下
関
村
の
名
本
と
な
っ
た
。

こ
の
徳
太
夫
と
は
代
々
岩
原
村
の
三
宝
宮
（
岩
原
神
社
）
の
神
職
を
つ
と
め
る
岡
崎
家
の
祖
で
、
岡
崎
播
摩
正
藤
原
正
徳
と
も
称
し
た
。

え
い
び
ん
ご
う
き

岡
崎
伝
太
夫
は
こ
の
徳
太
夫
の
祖
父
で
あ
る
。
生
来
頴
敏
剛
毅
の
秀
才
で
和
漢
の
書
は
勿
論
、
書
画
、
武
術
に
も
妙
を
得
、
か
た
わ
ら

か
い
糞
言
く

土
木
水
利
に
力
を
つ
く
し
、
独
力
で
岩
原
村
の
上
井
手
を
開
蕊
し
多
く
の
田
地
を
拓
き
後
世
に
恩
沢
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
上
井
手
の
起
工
当
時
の
こ
と
で
あ
る
。
赤
根
川
切
石
滝
よ
り
遠
見
測
量
に
当
っ
て
、
昼
は
竹
竿
の
末
に
白
紙
を
つ
け
た
も
の
を
所

た
に
立
て
、
夜
は
提
灯
に
点
灯
し
て
水
準
を
測
り
、
七
昼
夜
を
経
て
漸
く
水
平
線
を
定
め
た
。
そ
の
帰
途
大
向
い
と
い
う
家
に
立
寄
り
昼

食
を
喫
し
な
が
ら
そ
こ
の
老
婆
に
「
婆
さ
ん
よ
、
や
ん
が
て
こ
の
背
戸
へ
奥
荒
よ
り
水
を
引
く
げ
に
、
夏
内
用
水
が
便
利
に
な
る
ぜ
よ
」

と
い
う
と
老
婆
は
「
に
い
さ
ん
よ
、
奥
荒
の
水
が
こ
の
背
戸
へ
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
わ
た
し
も
元
の
十
八
に
若
返
え
る
ぜ
よ
」
と
一

と
い
う
と
老
婆
は
。

笑
に
付
し
た
と
云
う
。

え
生
じ
た
と
い
う
。

当
時
村
人
達
は
穿
井
工
事
を
ゑ
て
、
伝
太
夫
は
気
が
狂
っ
た
と
か
或
い
は
野
中
の
阿
呆
堀
り
だ
と
云
っ
て
潮
笑
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に

至
っ
て
前
言
を
悔
い
、
争
っ
て
水
利
の
恩
恵
に
浴
そ
う
と
開
拓
に
従
事
し
伝
太
夫
の
子
勘
太
夫
の
時
代
に
は
井
水
の
分
与
を
請
う
も
の
ざ

一
人
徳
太
夫
」
と
あ
る
。

一
八
）
漸
く
完
成
し
た
。

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
豊
永
郷
大
庄
屋
長
瀬
弥
五
兵
衛
の
郡
奉
行
あ
て
の
差
出
し
に
よ
る
と
、
そ
の
中
岩
原
村
の
条
で
．
、
社
人

さ
く
せ
い

伝
太
夫
は
正
徳
五
年
乙
未
三
月
（
一
七
一
五
）
穿
井
に
着
手
、
昼
夜
を
分
た
ぬ
辛
酸
を
経
て
、
享
保
三
戊
成
年
三
月
二
十
八
日
（
一
七

伝
太
夫
は
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
任
官
し
て
、
岡
崎
相
模
正
藤
原
正
伝
と
称
し
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
没
し
た
。

○
岡
崎
伝
太
夫
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豊
永
快
蔵
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
東
豊
永
の
生
れ
。
嘉
永
二
年
二
十
三
歳
の
時
医
学
に
志
を
立
て
て
上
阪
、
医
師
市
原
佐
市
郎
に

も
た

入
門
し
た
。
佐
市
郎
は
当
時
牛
痘
接
種
の
法
を
行
っ
て
名
声
あ
り
、
快
蔵
そ
の
方
法
を
伝
受
し
、
種
痘
を
寅
ら
し
て
帰
国
の
途
に
つ
き
、

泉
州
堺
浦
よ
り
兵
庫
丸
と
い
う
小
船
に
便
乗
し
た
。

船
が
阿
波
沖
を
過
ぎ
ん
と
し
た
と
き
、
た
ま
た
ま
風
浪
大
い
に
起
っ
て
航
行
不
能
と
な
り
、
や
む
を
え
ず
夷
浦
に
寄
港
し
た
。

お
そ

こ
の
遭
難
の
た
め
、
旅
嚢
、
着
衣
等
を
失
っ
た
が
幸
い
種
痘
を
完
う
し
て
い
た
の
で
停
船
七
日
に
及
び
そ
の
種
痘
の
腐
敗
す
る
を
催
れ

て
陸
路
甲
浦
よ
り
野
根
越
し
に
豊
永
に
帰
っ
た
。

彼
は
帰
郷
後
直
ち
に
親
戚
、
知
己
の
児
童
に
試
み
て
好
結
果
を
え
た
が
、
そ
の
功
を
認
め
ら
れ
て
、
藩
庁
郡
方
よ
り
文
久
三
年
（
一
八
六

三
）
高
岡
郡
下
へ
種
痘
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
各
地
に
出
張
し
て
そ
の
術
を
土
佐
一
国
に
ひ
ろ
め
た
。

豊
永
快
蔵
こ
そ
土
佐
へ
種
痘
を
ひ
ろ
め
た
最
初
の
人
で
あ
る
。

専
攻
し
、
か
た
わ
ら
鈴
江
垂

原
静
安
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

彼
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
吉
田
秀
政
の
第
三
子
と
し
て
下
土
居
に
生
ま
れ
た
。
通
称
を
吉
弥
と
云
う
。
幼
少
よ
り
頴
悟
の
誉
れ
高

く
、
九
歳
の
時
書
を
細
木
鴬
僻
（
或
は
鴬
仙
か
）
に
学
び
嘉
永
四
年
十
四
歳
の
時
よ
り
奥
宮
暁
峰
及
び
南
部
静
斉
に
つ
い
て
王
陽
明
の
学
を

専
攻
し
、
か
た
わ
ら
鈴
江
軍
平
政
光
に
従
い
武
術
を
学
び
慶
応
六
年
六
月
そ
の
允
許
を
う
け
た
。
更
に
漢
法
は
吉
田
維
政
に
、
洋
法
は
荻

明
治
元
年
、
怒
田
村
民
の
懇
請
に
よ
っ
て
、
同
村
に
業
を
開
き
、
傍
ら
私
塾
を
設
け
「
至
誠
学
舎
」
と
称
し
後
進
を
教
導
し
た
。

も
と
も
と
秀
光
は
兄
秀
重
早
世
の
故
を
も
っ
て
、
家
督
を
つ
ぎ
医
を
も
っ
て
業
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

○
豊
永
快
蔵

○
吉
田
秀
光
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明
治
十
年
川
井
村
に
小
学
校
が
設
立
さ
れ
る
や
そ
の
教
員
と
な
り
、
爾
来
郷
土
の
教
育
、
殖
産
興
業
に
尽
力
し
た
。
号
を
雲
涛
と
い

う
。
（
大
正
六
年
頒
徳
碑
建
立
大
正
公
園
）

か
も
く

彼
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
八
畝
に
生
ま
る
。
幼
よ
り
気
骨
あ
り
、
寡
黙
な
る
も
事
に
当
っ
て
勇
断
果
決
、
も
っ
て
人
を
驚
か
す
も

ば
っ
て
き

の
が
あ
っ
た
と
云
う
。
戊
辰
の
戦
に
は
抜
擢
さ
れ
て
兵
籍
に
入
り
、
各
地
に
転
戦
し
て
功
あ
り
、
郷
に
帰
っ
て
豊
永
郷
八
畝
村
吏
と
な

り
、
つ
い
で
大
平
村
戸
長
役
場
に
勤
務
、
の
ち
粟
生
村
外
十
四
ヵ
村
の
官
選
戸
長
に
累
進
、
の
ち
村
長
、
郡
、
県
会
議
員
を
つ
と
め
た
。

（
頗
徳
碑
建
立
大
正
公
園
）

西
峰
口
最
後
の
番
人
で
あ
る
三
谷
助
之
進
の
三
男
で
あ
る
。
明
治
維
新
の
過
渡
期
に
土
佐
藩
の
計
画
に
よ
る
豊
永
郷
民
兵
に
採
用
さ

れ
、
長
岡
郡
第
五
中
隊
半
隊
指
引
（
現
在
の
小
隊
長
格
）
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

富
永
有
隣
は
長
州
の
脱
藩
者
で
あ
る
。
文
政
四
年
の
出
生
、
自
他
共
に
許
す
国
学
者
で
あ
り
、
漢
学
、
易
学
に
も
長
じ
て
い
た
と
云

よ
し
み

う
。
吉
田
松
陰
と
款
を
通
じ
肝
胆
相
照
し
た
仲
で
あ
っ
た
。
号
し
て
陶
峰
と
も
履
斉
と
も
云
う
。
松
下
村
塾
で
は
松
陰
と
共
に
幾
多
の
俊

才
を
育
て
た
が
、
の
ち
吉
敷
郡
の
仁
光
寺
に
定
基
塾
を
開
い
た
。

明
治
三
年
山
口
藩
の
兵
制
改
革
に
当
り
藩
兵
に
抵
抗
し
た
た
め
士
分
を
除
か
れ
、
終
身
刑
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
有
隣
は
そ
の
性

格
か
ら
し
て
牢
獄
に
身
を
委
ね
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
い
。
同
志
と
謀
り
夜
半
ひ
そ
か
に
脱
獄
（
同
志
は
途
中
死
亡
）
転
々
と
諸
国
を
逃
れ
て

○
小
笠
原
永
晴

○
三
谷
藤
十
郎

○
富
永
有
隣
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ま
た
梶
ヶ
内
（
佐
賀
井
）
に
「
有
隣
の
岩
屋
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

大
き
な
岩
盤
の
下
に
洞
窟
が
あ
り
、
人
間
が
ら
く
に
入
れ
る
穴
が
あ
る
。
中
は
可
成
り
の
広
さ
で
十
人
も
入
れ
る
三
段
の
間
と
な
っ
て

い
る
。
川
口
は
入
口
よ
り
も
大
き
い
穴
に
な
っ
て
い
る
。
有
隣
は
追
捕
の
噂
さ
を
聞
い
た
り
、
不
穏
な
感
じ
を
う
け
る
と
直
ち
に
こ
の
岩

屋
に
身
を
か
く
し
た
ら
し
く
、
逃
亡
以
来
九
カ
年
の
潜
伏
に
こ
の
岩
屋
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

明
治
九
年
十
一
月
、
さ
す
が
の
有
隣
も
時
代
の
流
れ
と
、
追
捕
の
網
に
は
逃
げ
き
る
こ
と
が
出
来
ず
、
粟
生
村
郷
士
小
笠
原
家
で
官
憲

の
手
に
よ
り
捕
縛
さ
れ
た
。

る
○

の
作
で
あ
る
。

ｉ
！
‐
１
１
１
１
Ｉ
１
Ｉ
１
１
ｌ
‐
…

画
い
た
絵
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
奥
太
田
の
桑
名
家
隠
棲
中

尚
こ
の
桑
名
家
に
は
祖
父
正
仁
が
有
隣
に
習
字
を
教
っ
た
と
い
う
机
や
謝
礼
と
し
て
受
取
っ
た
西
郷
札
が
現
存
し
て
い

斑簿

富永有隣が穴居した通称有隣岩

（東梶ケ内）

つ
い
に
は
土
佐
に
入
っ
た
。

は
じ
め
介
良
の
大
石
家
、
綿
織
家
、
野
市
の
森
家
、
山
北
の
安
岡
家

つ
い
夢

な
ど
を
転
た
と
し
て
い
た
が
、
追
捕
の
急
を
知
っ
て
韮
生
の
小
松
家

の
親
戚
で
あ
る
豊
永
家
を
頼
っ
て
豊
永
郷
に
入
っ
た
。

豊
永
に
来
た
有
隣
は
梶
ヶ
内
の
名
本
豊
永
家
、
及
び
そ
の
分
家
小

松
家
、
そ
し
て
更
に
そ
の
縁
故
を
た
ど
っ
て
西
峰
の
三
谷
家
（
番
所
）

西
川
の
岡
本
家
、
奥
太
田
の
桑
名
家
な
ど
郷
士
、
名
本
の
家
を
転
々

と
移
り
住
ん
だ
。
大
久
保
の
桑
名
家
に
は
二
十
四
枚
に
亘
る
有
隣
の
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